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構成 

• COVID-19 下の航空交通・空港 

• ポストコロナの国際ゲートウエイ 

• アクセシビリティ改善 

• 台頭するアジア諸都市との交流拡大 

• おわりに 

 

2



COVID-19 下の航空交通・空港 
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国際航空需要の動向（日本、米国） 

【航空輸送統計調査（速報）】 
Monthly Passengers on U.S. Scheduled Airlines (Domestic + 

International), Seasonally Adjusted, July 2017 - July 2020 

Source: BTS, U.S. Department of Transportation 出典：国土交通省資料 
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米国の旅客と貨物の前年比動向 

Source: BTS, U.S. Department of Transportation 

IATAは新型コロナウイルスの世界的拡大によ
り、航空需要が2019年の水準に回復するの
は、国際線が2024年、国内線が2022年になる
との見通しを発表(2020.5) 5



6 

 空港名 国名 国際線就航都市* 最近の動向 

羽田空港 日本 55路線 ・夏休み・お盆の出入国者数が前年比97%超の大幅減 
・帰国者用「PCR待ち時間タイマー」で検査所要時間を表示 

成田国際空港 日本 102路線 ・2020年度上期の前年比で、航空旅客数94％減、発着回数64%減 
・制限区域内で貨物牽引車の自動走行実証実験を実施 

仁川国際空港  韓国 142路線 
（6月：152路線） 

・全ての国際線を対象に、受託手荷物が無事に機内に積み込まれたことを
搭乗者に通知するサービスを開始 

北京首都国際空港 中国 国際線85路線 
（6月：99路線） 

・2019年の旅客数トップ20空港の中で、コロナの影響を最も受けて2020年
旅客減少率が1位 

上海浦東国際空港 中国 国際線89路線 
（6月：97路線） 

・江西航空の上海/南昌線で初のARJ21が運航 

台湾桃園国際空港 台湾 国際線123路線 
（6月：127路線） 

・4月に開港して以来41年、初めてのゲートの大幅な閉鎖 

香港国際空港 香港 国際線132路線 
（6月：147路線） 

・6月から乗り継ぎ旅客の受け入れ再開 
・世界基準の衛生対策プログラム適合がACI認定 

シンガポール・チャンギ国際空港 シンガポール 国際線131路線 
（6月：155路線） 

・「ワールド・エアポート・アワード2020」で8年連続1位 
・パンデミック最中も人々の安全な移動を支援 

スワンナプーム国際空港 タイ 国際線120路線 
（6月：142路線） 

・空港長がコロナ対策での不手際の責任を取り辞任 
・タイ入国後の検疫期間用ホテル特別パッケージ提供 

クアラルンプール国際空港 マレーシア 国際線101路線 
（6月：117路線） 

・メガハブ空港ランキング「OAG Megahubs Index 2019」のLCC部門で1位獲
得 
・7月から国内線ラウンジ再開で感染拡大予防対策を強化 

デンパサール国際空港 インドネシア 国際線36路線 
（6月：36路線） 

・2019年10月、ホーチミン/バリ・デンパサール線への就航開始 

＊11月時点(欠航多数）、出典： https://flyteam.jp/ 

アジアの主要空港の最近の動静 
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ポストコロナの国際ゲートウエイ 
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最近の20年と国際ゲートウエイの背景 

• 2000年代：テロの時代（2001.9.11） 
     →特定国、複数の点で発生 
          ▶観光立国推進計画スタート2007 
          ▶アジアゲートウエイ構想2007 
 

• 2010年代：巨大災害の時代（2011.3.11） 
     →特定国、広域のエリアが被災 
         ▶ ・・・・・ 
• 2020年代：パンデミックの時代?（2020.2.1,2.13*） 
               ＊2.1：フィリピン（中国外での初の死者）、2.13：日本 

     →世界中で蔓延（ネットワークで拡散） 
         ▶観光立国推進計画2021- 
          ▶環境基本計画2021- 
          ▶科学技術・イノベーション基本計画2021-  など多数 
 
⇒長期的な計画・戦略をたてる必要性 
 （観光インバウンド、イノベーション推進と国際ゲートウエイという視点でも） 
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COVID-19の東アジアにおける感染者数 

https://vdata.nikkei.com/newsgraphics/coronavirus-world-map/ 

【11月1日の死者累計】 

【7月1日の感染者数累計】 

出典：人口動態統計速報、厚労省 

【2020(赤)と2019(青)との比較】 

〇東アジア方面の
COVID-19 による死者数

が、未だに顕著に少ない
国や地域があり、日本の
死者数は前年割れを続
けていた(8月は若干多
い） 
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World’s Cleanest Airports 2020 

1. Tokyo Haneda  (日本) 

2. Seoul Incheon （東アジア） 

3. Singapore Changi (アジア） 

4. Tokyo Narita (日本) 

5. Doha Hamad  

6. Centrair Nagoya (日本） 

7. Hong Kong (東アジア) 

8. Zurich 

9. Kansai (日本) 

10. Munich 

短中期的には、空港や都市の清潔さ
（衛生）が重要な競争条件 

〇アジアの7空港（日本の4空港）がトップテン入り！ 羽田がトップ。 
〇アジアの7エアラインがトップテン入り！ 日本の航空会社が2，3位。 

Source: SKYTRAX 

1. EVA Air (台湾) 
2. Japan Airlines (日本) 
3. ANA All Nippon Airways (日本) 
4. Singapore Airlines (アジア) 
5. Asiana Airlines (韓国) 
6. Hainan Airlines (中国) 
7. Swiss International Air Lines 
8. Cathay Pacific Airways (香港) 
9. Qatar Airways 
10. Lufthansa 

World’s Best Airline Cabin Cleanliness 2019 
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空港におけるシームレスな乗り継ぎ 

• 滞在、滞留、密を避ける安心な動線： 
 ・事前の情報提供が重要 
 →機内でアプリ提供、到着ゲートから入国・コロナ検査、
バッゲージ、陸上交通への動線などを、予想待ち時間等
を含めてリアルタイム案内すること等が必要 
 ・物理的なシームレス、コンタクトレスの推進 
 
• 陸上交通インフラの更なる整備・改善(成田、羽田）： 
 ・鉄道プラットホーム等の空間的余裕の確保(成田) 
 ・地方都市へのスムーズな乗換え移動(鉄道アクセス、 
  都市間バスアクセスの改善→長期） 
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観光とビジネス：両者への対応 

• 観光旅客：インバウンド回復の途上では、他
の観光立国とのバイラテのインバウンド政策
を逐次展開、オーバーツーリズムに配慮して
インバウンドの回復を目指す 

• ビジネス旅客：長期的なイノベーション推進政
策との連携を強化し、新産業創出の担い手と
なる諸外国の幅広い世代を対象にしたアクセ
シビリティの強化を図る。特に、新興のアジア
諸国との連携強化 
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イノベーション環境と国際ゲートウエイ
機能の強化によるアクセシビリティ改善 
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都市のイノベーション推進力の競争 

• パンデミック下での「知の創造」で都市間競争の勝負は既にあり？ 
 
• イノベーションを促進する基盤づくり（近接性、密度、多様性） 
   ▶広義のアクセシビリティの高さ（交わり易さ） 
      →ダイバーシティ、ネットワーク、コミュニティの規模 
   ▶優れた人が住みたいと思う都市環境 
      →住みやすさ、安全、安心、衛生 
   ▶人、知、資金が回るイノベーション・エコシステム 
      →現時点の東京および日本の弱点 
 

• 広義のアクセシビリティについては、国際ゲートウエイによって多
少は改善可能ではないか？ 
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世界の都市総合ランキング*に用いられたデータで
みる都市間比較（航空キャパシティとイノベーション） 

「航空キャパシティ」には、「国内・国際線旅客数」、
「滑走路本数」の2つの指標、「イノベーション」には、

「特許登録件数」、「主要科学技術賞受賞者数」、「ス
タートアップ環境」の3つの指標、「スタートアップ環境」
は「エコシステムのスコア」、「3年間に設立されたス
タートアップ数の年平均値」の2つの指標からなる。 

＊出典：森記念財団「世界の都市総合力ランキング」(2019） 
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世界の都市総合ランキング*に用いられたデータでみ
る都市間比較（直行便就航都市数とスタータップ環境） 

＊出典：森記念財団「世界の都市総合力ランキング」(2019） 

縦軸の「スタートアップ環
境」は「Nestpickのエコシ

ステムのスコア」、
「Crunchbaseによる3年間

に設立されたスタートアッ
プ数の年平均」の2つの
指標からなる 

国際線直行便
就航都市数とス
タートアップ環
境でみれば、東
京が埋没してい
ることがわかる 
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 Startup Genomeでのレポート「The Global Startup Ecosystem Report GSER 2020」におけるグローバルスタート
アップエコシステムにおけるランキングと指標。東京が初めて対象都市になり、15位にランクイン。 

 Connectedness のスコアは最低の1点。（コミュニティとしての活動や支援体制等の強さを表す複数指標） 

 

Startup Genome 2020 

スタートアップエコシステムの国際ランキング 

36位にDelhi 
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台頭するアジア都市との交流拡大 
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 Startup Genomeでのレポート「The Global Startup Ecosystem Report GSER 2020」におけるエマージングエコ
システムのランキング。 

東・南アジアの10都市が50位までにランクイン(ムンバイ、ジャカルタ、広州、KL、台北、無錫、成都、マニ
ラ、南京、アモイ）。 100位までには、チェンナイ、バンコク、武漢、ハイデラバード、ホーチミン、プネ、大
阪の7都市がランクイン。 

 

新興のエコシステム・ランキング 
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世界の都市の成長 人口100-500万の中規模大都市の動向 

UN: World Urbanization Prospects 2018 
2030年の大都市分布 

1970年の大都市分布 

〇100-500万都市の人口総計は，世界のメガシティ
人口の総計よりも有意に多い． 
〇今後も100-500万クラスの都市が増加。 
 ⇒2016年と2030年の比較では，中国、インド、東
南アジアで33都市が新たに200万都市に加わり、35
都市が新たに300-600万都市に加わると予想される 
 

⇒世界の100-500万都市を直接結ぶpoint-to-point路線のニーズ拡大が予想される 
Yai@2019 
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世界の都市人口の将来予測 
（The World’s Cities in 2016, UN） 

①アジアの100-500万人都市（2030）：2016年と2030年の比較でみる
と，中国、インド、東南アジアで33都市が新たに200万都市に加わり、
35都市が新たに300-600万都市に加わると予想されている。 
⇒これだけでも68都市が直行便の潜在的な対象都市になるのでは
ないか？ 
（日本では札幌、仙台、広島が200万都市、福岡・北九州が500万都
市といえる） 
②現在の成田直行便のうち，200-500万都市（首都以外）の路線は，
長春383万人、長沙388、厦門370、福州338、台中280、高雄280、大
邱250、ダナン100などに限られている（現時点でも200万人クラスの
都市との直行便は存在する）． 

⇒将来の路線開設が進むかどうかは，エアラインの戦略や地域経済
の状況，日本の活力や東京などの魅力に大きく左右されると考えら
れるが，国際ゲートウエイを構想する上では極めて大きな方向性に
関わると考えられる 
 

21



アジア諸都市の台頭 
(不動産投資等の観点から） 

出典：City Momentum Index 2020 JLL Global Research 

【2019年版：世界で最もダイナミックな都市ランク】 【2020年版：世界で最もダイナミックな都市ランク】 

ランキングは社会経済のモメンタム（GDP,人口、航空旅客数、
企業本店数の変動率、GDP,人口、小売り販売額などの予測、

対内直接投資の変動等の項目）と商業用不動産のモメンタム
（オフィス需要・賃料、リテール賃料、ホテル客室料金の変動
率等の項目）から作成→各年で変化激しいがアジアに集中 
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航空需要と航空機材の将来 
• 2032年の世界の航空需要（旅客，
貨物）は2012年の2倍以上に，
2042年には3.5倍（ICAO）と予測!? 

• 北アジアと中央南西アジアとの将
来需要は大幅に増加（同地域内
の伸びと同等）年率8.4%（2012-
2032），7.7%（2012-2042まで） 

• 今後の機材はナローボディ中心
だが，世界では需要増に合わせ
て大型機も増すと予想（JADC） 

ICAO: Long-term Traffic Forecast 2016 

ICAO Long-term Traffic Forecast 2016 

JADC:  World Market Forecast 2018-2037 Yai@2019 
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ナローボディ機の航続距離の長大化 

①エアバスA321LR 4000マイル（7400㎞） 
②エアバスA321XLR(2023） 4700マイル
（8700㎞）180-220席 2023年ローンチ 
③ボーイングB797-6（225席）B797-7（275席） 
    ＊B737Maxの事故で不透明 

⇒XLRによって日本からオーストラリ

ア、インドまでカバー可能になると
考えられる 
 

⇒長期的には、電動航空機や代替
燃料，固体電池等の開発による環
境配慮に期待 

https://www.airbus.com/newsroom/press-releases/en/2019/06/airbus-
launches-longest-range-singleaisle-airliner-the-a321xlr.html 

https://maps.multisoup.co.jp/exsample/geometry/circle.html 

3000km 
5000km 

7000km 
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おわりに 

• 観光インバウンド政策の再開、ビジネス往来を踏まえ
たアジアゲートウエイ構想等の刷新 

 

• 国際ゲートウエイに関わる広義のアクセシビリティの
強化（空港アクセス、コミュニティ強化） 
 

• アジアとの直行便就航都市数の戦略的な展開 

   ▶首都東京のイノベーション推進力の強化 

   ▶地球環境に配慮した空域・航空路の展開 

    首都圏の西側（横田）空域の有効活用（排出削減、騒音分散、 

     利便増進等）、そのための技術開発 
 

• 成田・羽田等主要空港の長期的な機能強化の推進 
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